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(54)【発明の名称】 内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】対物光学系を構成する移動光学系の移動に関わ
らず、常にピントの合った内視鏡画像を得られる内視鏡
装置を提供すること。
【解決手段】操作部７に設けられている焦点切換レバー
１８は、中心軸５１に対して回動するように保持されて
いる。この焦点切換レバー１８の端部側には連動調整手
段を構成する対物用リンク部材５２及びフード用リンク
部材５４の一端部が回動自在に連結されている。対物用
リンク部材５２の他端部には対物操作ワイヤ４３が固定
された対物側連結部材５６が回動自在に連結され、フー
ド用リンク部材５４の他端部にはフード操作ワイヤ４９
が固定されたフード側連結部材５７が回動自在に連結さ
れている。焦点切換レバー１８の操作部分１８ａを矢印
Ｅ側又は矢印Ｆ側に移動操作することにより、対物操作
ワイヤ４３及びフード操作ワイヤ４９が移動操作されて
対物ユニット３０の観察深度に連動してフード部材４７
が進退移動する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  挿入部の先端部内に設けられ、長手軸方
向に移動可能な移動光学系と固定光学系とで構成される
対物光学系を有する内視鏡と、この内視鏡の先端部に設
けられ、先端面から観察対象部までの距離を所定の値に
保持するキャップ部材とを有する内視鏡装置において、
前記対物光学系を構成する移動光学系の移動量と、前記
キャップ部材の前記先端部の先端面からの突出量とを所
定の関係で連動させる連動調整手段を有することを特徴
とする内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、挿入部の先端部に
設けられている対物光学系に、固定光学系と移動光学系
とを備えた内視鏡と、前記挿入部の先端部に取り付けら
れるキャップ部材とを備える内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来より、細長の挿入部を体腔内に挿入
することにより、体腔内臓器などを観察したり、必要に
応じて処置具チャンネル内に挿通した処置具を用いて各
種治療処置の行える医療用の内視鏡が広く利用されてい
る。また、工業分野においても、ボイラ，タービン，エ
ンジン，化学プラントなどの内部の傷や腐蝕などを観察
したり検査することのできる工業用内視鏡が広く利用さ
れている。
【０００３】一般的に利用されている内視鏡では、先端
部に内蔵されている対物光学系が固定焦点方式であっ
た。このため、観察深度が限られ、拡大観察する場合に
は対物光学系を例えば観察部位に近づけて観察を行って
いた。
【０００４】近年、変倍光学系を設けた内視鏡装置が提
案されており、例えば、特開平１１－３１１７４４号公
報には観察深度の可変が可能で、より広範囲の観察を可
能にする電子内視鏡が開示されている。この電子内視鏡
では先端部に先端面から所定量突出したキャップ部材が
配置されるようになっている。また、特開平９‐１９５
９２４号公報には圧電素子の伸縮動作に伴う慣性力と衝
撃力とによって移動体を移動させる、小型で振動発生体
から延出するリード線に大きな負荷のかからないアクチ
ュエータが示されている。さらに、特開平９‐２１５６
５６号公報にはフードの突出量の調整を行う操作ワイヤ
の基端部とワイヤ操作機構の連結部材との間のワイヤ連
結部にワイヤを着脱可能に連結するワイヤ着脱部を設け
た内視鏡が示されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、移動光
学系を光軸方向に移動させる変倍光学系を設けた内視鏡
では、通常観察時の観察深度を７ｍｍから１００ｍｍ程
度に設定し、近接（拡大）観察時の観察深度を１．５ｍ
ｍから３ｍｍ程度に設定している。このため、通常観察
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時から近接観察時に切り替える場合、その中間領域では
無段階に観察深度が変化する。
【０００６】したがって、前記特開平１１－３１１７４
４号公報の電子内視鏡では通常、体壁に最も近接した状
態である最大拡大状態でピントが合うようにキャップ部
材の突出量が固定されているので、通常観察や中間位置
における観察時、ピントが合わない。
【０００７】一方、特開平９－１９５９２４号公報のア
クチュエータ及び特開平９－２１５６５６号公報の内視
鏡では可動式であるため、キャップ部材をピントの合う
位置に調整することは可能であったが、移動光学系及び
キャップ部材の位置合わせをそれぞれ個々に行わなけれ
ばならないので作業が煩雑であった。
【０００８】本発明は上記事情に鑑みてなされたもので
あり、対物光学系を構成する移動光学系の移動に関わら
ず、常にピントの合った内視鏡画像を得られる内視鏡装
置を提供することを目的にしている。
【０００９】
【課題を解決するための手段】本発明の内視鏡装置は、
挿入部の先端部内に設けられ、長手軸方向に移動可能な
移動光学系と固定光学系とで構成される対物光学系を有
する内視鏡と、この内視鏡の先端部に設けられ、先端面
から観察対象部までの距離を所定の値に保持するキャッ
プ部材とを有する内視鏡装置であって、前記対物光学系
を構成する移動光学系の移動量と、前記キャップ部材の
前記先端部の先端面からの突出量とを所定の関係で連動
させる連動調整手段を有している。
【００１０】この構成によれば、対物光学系の移動光学
系を移動させて観察を行う際、この移動光学系の移動に
連動してキャップ部材の先端部先端面からの突出量が所
定の関係で変化する。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。図１ないし図１２は本発明の第１
実施形態に係り、図１は内視鏡装置の構成を説明する
図、図２は挿入部の先端硬性部の構成を説明する長手方
向断面図、図３は通常観察時の対物光学ユニットの構成
を説明する長手方向断面図、図４は図３のＡ－Ａ線にお
ける第２固定レンズ枠と押さえ環との関係を説明する断
面図、図５は図３のＢ－Ｂ線における第２固定レンズ枠
と移動レンズ枠との関係を主に説明する図、図６は図３
のＣ－Ｃ線における第２固定レンズ枠の突出部と保持部
材との関係を説明する図、図７は拡大観察時の対物光学
ユニットを説明する長手方向断面図、図８はフード部材
を取り付けた挿入部を示す図、図９は先端構成部のフー
ド部材との関係を説明する長手方向断面図、図１０は操
作部内の構成を説明する図、図１１は観察状態と観察深
度及び観察範囲との関係を説明する図、図１２はフード
部材を先端構成部材に設けた付勢部材で付勢する応用例
を説明する図である。
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【００１２】図１に示すように本実施形態の内視鏡装置
１は、撮像手段を内蔵した内視鏡２と、この内視鏡２に
照明光を供給する光源装置３と、前記内視鏡２の撮像手
段に対する信号処理を行うビデオプロセッサ４と、この
ビデオプロセッサ４から出力される映像信号を表示する
モニタ５とで主に構成され、前記ビデオプロセッサ４に
は図示しないＶＴＲデッキ、ビデオプリンタ、ビデオデ
ィスク、画像ファイル装置等が接続できるようになって
いる。
【００１３】前記内視鏡２は、細長で可撓性を有する挿
入部６と、この挿入部６の基端に設けられた操作部７
と、この操作部７の側部から延出するユニバーサルコー
ド８とで構成され、このユニバーサルコード８の端部に
はコネクタ部９が設けられている。前記挿入部６と操作
部７との接続部分には急激な曲がりを防止するための操
作部折れ止め部材１０が設けられている。
【００１４】前記挿入部６は、先端側から順に、後述す
る対物光学系である対物光学ユニットを内蔵した先端構
成部材１１、複数の関節駒を連設して所望の角度に湾曲
可能な湾曲部１２、可撓性を有する可撓管部１３を連接
している。
【００１５】前記操作部７には観察画像のフリーズ、レ
リーズ等の操作を行う複数のリモートスイッチ１４や送
気・送水操作を行う送気・送水ボタン１５，吸引操作を
行う吸引ボタン１６，前記湾曲部１２の上下／左右方向
の湾曲操作を行う湾曲操作ノブ１７が設けられている。
この湾曲操作ノブ１７の内側には焦点切換レバー１８が
設けられている。
【００１６】前記コネクタ部９は、前記光源装置３に着
脱自在に接続され、側部には電気コネクタ受け１９が設
けられている。この電気コネクタ受け１９には前記ビデ
オプロセッサ４と電気的に接続するための接続コード２
０が着脱自在に装着されるようになっている。また、こ
のコネクタ部９には加圧管口金２１，送水管口金２２，
吸引管口金２３が設けられており、図示しない流体制御
装置や吸引装置と接続できるようになっている。
【００１７】なお、符号２４は操作部７の前側端部近傍
に設けられた鉗子挿入口であり、この鉗子挿入口２４か
ら生検鉗子等の処置具を挿入することにより、挿入部内
を挿通する図示しない鉗子チャンネルを経て先端構成部
材１１のチャンネル開口より処置具の先端を突出させる
ことができるようになっている。
【００１８】図２に示すように先端構成部材１１は、金
属製、例えばステンレス材で略円柱形状に形成された先
端部本体２５と、この先端部本体２５の先端側に被嵌さ
れて接着剤によって一体的に固定された樹脂製の先端カ
バー２６とで構成されている。この先端部本体２５の基
端部には前記湾曲部１２を構成する複数の湾曲駒１２
ａ，…を覆う湾曲ゴムチューブ２８の先端部が被覆され
ており、この先端部本体２５に糸巻き接着部を設けて強
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固に固定されている。なお、前記先端部本体２５の基端
部には湾曲部１２を構成する最先端の湾曲駒１２ａが固
定されている。
【００１９】前記先端部本体２５には対物光学ユニット
（以下対物ユニットと略記する）３０を配置する貫通孔
２７が形成されている。この貫通孔２７は、先端側が細
径に形成されており、対物ユニット３０と先端部本体２
５との間には水密を確保する水密リング２９が配置され
るようになっている。
【００２０】なお、前記先端部本体２５には前記光源装
置３からの照明光を伝達する図示しないライトガイドケ
ーブル、処置具を挿通するための図示しない鉗子挿通チ
ャンネル、前記対物ユニット３０の先端に配された観察
窓を兼ねる光学レンズ３３ａに向けて送気及び送水を行
うための図示しないノズルに気体及び液体を供給するた
めの図示しない送気・送水管路等が挿通配置されてい
る。
【００２１】また、前記対物ユニット３０の基端には図
示しない固体撮像素子が配設され、この固体撮像素子か
ら延出する信号ケーブル（不図示）が、挿入部６，操作
部７，ユニバーサルコード８，コネクタ部９及び接続コ
ード２０を介してビデオプロセッサ４に電気的に接続さ
れている。
【００２２】ここで、前記図２ないし図７を参照して対
物ユニット３０の具体的な構成及び作用を説明する。前
記対物ユニット３０は、図２及び図３に示すように固定
光学系と移動光学系とを有して構成されている。
【００２３】図に示すように固定光学系は、先端部本体
２５に固設された第１固定レンズ枠３１に例えば複数の
光学レンズ３３ａ，３３ｂ，３３ｃを配設して構成した
先端側レンズ群３３と、第２固定レンズ枠３２に例えば
複数の光学レンズ３４ａ，３４ｂを配設して構成した基
端側レンズ群３４とで構成されている。
【００２４】一方、移動光学系は、前記先端側レンズ群
３３と前記基端側レンズ群３４との間を移動するように
構成された移動レンズ枠３５に前記固定光学系の光軸と
一致するように例えば可変焦点レンズ３６を配設して構
成されている。
【００２５】前記移動レンズ枠３５は、前記焦点切換レ
バー１８を操作することで図２中実線に示す拡大観察位
置から図２中では一点鎖線（図３に示す位置）に示す広
角観察位置までの間を移動して、通常の観察及び拡大に
よる観察を行える。
【００２６】図２ないし図４に示すように前記第２固定
レンズ枠３２の先端部の断面形状は、前記第１固定レン
ズ枠３１及び移動レンズ枠３５が配置される貫通孔３２
ａを有する略円形形状であり、図中下部側には先端側で
開放して光軸に沿って細長な切り欠き部３２ｂが形成さ
れている。また、この第２固定レンズ枠３２の外周面側
には蓋部材３７で水密に接着固定される貫通孔３８ａを
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有する突出部３８ｂを設けた略逆さ凸字形状の押さえ環
３８が設けられている。
【００２７】なお、 前記貫通孔３８ａは、後述するワ
イヤ受け部材４１に対向する、組み付けのための透孔で
あり、組み付け完了後に前記蓋部材３７が水密的に接着
固定されるようになっている。また、符号３９は断面形
状を略Ｕ字形状で細長に形成した後述する防塵カバーで
あり、前記突出部３８ｂの周囲に接着剤等によって水密
に接着固定されている。
【００２８】図２、図３、図５に示すように前記第２固
定レンズ枠３２の中途部の断面形状は先端側より太径な
円形形状であり、先端側と同様前記移動レンズ枠３５が
配置される貫通孔３２ａを有している。この第２固定レ
ンズ枠３２の下端部には平行な平面部を有する一対の段
部３２ｃが形成されており、この平面部に前記防塵カバ
ー３９の端面部が接着剤等によって水密に接着固定され
ている。
【００２９】一方、前記貫通孔３２ａに配置される移動
レンズ枠３５は、前記第１固定レンズ枠３１の基端部を
遊嵌状態で配置させる凹部３５ａを形成した略円筒形状
のパイプ部３５ｂと、前記切り欠き部３２ｂを介して前
記第２固定レンズ枠３２の外表面より外側に突出する柄
部３５ｃとで構成されている。この柄部３５ｃにはワイ
ヤ受け部材４１が配置される構成になっている。
【００３０】前記ワイヤ受け部材４１には前記移動レン
ズ枠３５を対物ユニット３０の光軸に沿って移動させる
ための対物操作ワイヤ４３の端部が半田等によって一体
的に固定されている。このワイヤ受け部材４１には前記
柄部３５ｃに螺合固定するための雄ネジ部４１ａが設け
られている。なお、この対物操作ワイヤ４３の他端部は
後述する対物側連結部材５６に固定されている。
【００３１】そして、前記パイプ部３５ｂの中間部分に
逃げ部３５ｄを形成して前記第２固定レンズ枠３２の内
周面と移動レンズ枠３５の外周面との接触抵抗を減らし
ている。
【００３２】図２、図３、図６に示すように前記第２固
定レンズ枠３２の基端部の断面形状は、貫通孔３２ａを
有する略円形形状の一部（図中下部）に突出部３２ｄを
設けた略逆さ凸字形状になっている。この突出部３２ｄ
には一端部をワイヤ受け部材４１に固定し、他端部を操
作部７内で前記焦点切換レバー１８に連結した対物操作
ワイヤ４３が挿通するワイヤガイド管４４を保持する保
持部材４５が前記ワイヤ受け部材４１と同軸になるよう
に螺合固定される。この保持部材４５の先端側外周側に
は前記柄部３５ｃの移動量を規制するストッパ部４６が
設けてある。なお、前記貫通孔３２ａにはＣＣＤ枠４０
が配置される。
【００３３】図８に示すように前記挿入部６を構成する
先端構成部材１１の外周面には、前記挿入部６を構成す
る先端構成部材１１の先端面から観察対象部材までの距
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離を所定の値に設定するキャップ部材としてフード部材
４７が配置されている。このフード部材４７は、矢印に
示すように先端構成部材１１に沿って挿入部軸方向に対
して進退移動するようになっている。
【００３４】図９に示すように前記フード部材４７の内
周面所定位置には接続用ピン４８が固設されている。前
記先端構成部材１１には前記接続用ピン４８が配置され
て、移動するピン配置凹部１１ａが形成されている。こ
の接続用ピン４８には前記フード部材４７を前記図８に
示した矢印に示すように進退移動させるためのフード操
作ワイヤ４９の先端部が取り付けられている。このフー
ド操作ワイヤ４９は、挿入部６内に配設されているガイ
ド管路５０内を挿通して図１０に示されている操作部７
内に設けられたフード側連結部材５７に取り付けられて
いる。
【００３５】なお、前記ガイド管路５０の一端部は先端
構成部材１１に固設された口金１１ｂに連結固定され、
他端部は前記操作部７の図示しない所定部に連結されて
いる。
【００３６】図１０に示すように前記操作部７に設けら
れている焦点切換レバー１８は、中心軸５１を中心に回
動するように保持されており、この焦点切換レバー１８
の端部側には連動調整手段を構成する対物用リンク部材
５２及びフード用リンク部材５４の一端部が回動軸５
３、５５を介してそれぞれ回動自在に連結されている。
【００３７】前記対物用リンク部材５２の他端部には前
記対物操作ワイヤ４３が固定された対物側連結部材５６
が回動軸５８を介して回動自在に連結され、前記フード
用リンク部材５４の他端部には前記フード操作ワイヤ４
９が固定されたフード側連結部材５７が回動軸５９を介
して回動自在に連結されている。
【００３８】したがって、前記焦点切換レバー１８の操
作部分１８ａを矢印Ｅ側又は矢印Ｆ側に移動操作するこ
とにより、前記対物操作ワイヤ４３及びフード操作ワイ
ヤ４９が移動操作されて前記対物ユニット３０と前記フ
ード部材４７とが連動して進退移動する。
【００３９】そして、前記対物ユニット３０は、前記焦
点切換レバー１８の操作によって図３に示した通常観察
状態から図７に示した拡大観察状態に移動する。このと
き、対物ユニット３０の観察深度を、図１１に示すよう
に変化するように設定している。つまり、この図１１に
おいて、直線Ａは近点側の観察深度を示し、直線Ｂは遠
点側の観察深度を示す。そして、斜線の範囲が、ピント
調整された状態で対物ユニット３０によって観察可能な
範囲である。
【００４０】このため、本実施形態では、前記焦点切換
レバー１８の操作によっての対物ユニット３０を移動さ
せたとき、前記図１１に示した斜線範囲内での観察を可
能にするため、フード部材４７の先端構成部材１１の先
端面からの突出量が前記斜線範囲内で線Ａと略同様に変
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7
化するように、前記図１０に示した中心軸５１から回動
軸５３までの距離Ｃ及び中心軸５１から回動軸５５まで
の距離Ｄを設定している。つまり、対物ユニット３０を
移動させたとき、観察深度に対応してフード部材の突出
量が連動して変化する。
【００４１】上述のように構成した内視鏡装置１の作用
を説明する。まず、通常観察状態について説明する。こ
の場合、使用者は、前記操作部７に設けられた焦点切換
レバー１８の操作部分１８ａを矢印Ｅ方向の終点部分ま
で移動させる。すると、回動軸５３、対物用リンク部材
５２、回動軸５８、対物側連結部材５６を介して対物操
作ワイヤ４３が先端方向に押し込まれていく。このこと
によって、この対物操作ワイヤ４３が固定された前記ワ
イヤ受け部材４１に一体な移動レンズ枠３５が先端側に
移動して、可変焦点レンズ３６の位置が先端側に配置さ
れて対物ユニット３０が前記図３に示した通常観察状態
になる。
【００４２】このとき、前記焦点切換レバー１８の動き
に連動して、前記フード操作ワイヤ４９も回動軸５５、
フード用リンク部材５４、回動軸５９、フード側連結部
材５７を介して先端方向に押し込まれていく。このこと
によって、前記フード操作ワイヤ４９の取り付けられて
いる接続用ピン４８がピン配置凹部１１ａ内を先端側に
移動して、前記フード部材４７が先端構成部材１１の先
端面より所定量突出した状態になる。このフード部材４
７が突出した状態で、前記挿入部６を体腔内等へ挿入し
て通常の検査を行う。
【００４３】次に、この通常観察状態において、拡大観
察による精査が必要になった場合、使用者は前記焦点切
換レバー１８の操作部材１８ａを矢印Ｆ方向に移動させ
る操作を行う。すると、回動軸５３、対物用リンク部材
５２、回動軸５８、対物側連結部材５６を介して対物操
作ワイヤ４３が基端側に引き込まれていく。このことに
よって、前記ワイヤ受け部材４１と一体な移動レンズ枠
３５が基端側に移動して、可変焦点レンズ３６の位置が
基端側に移動していく。そして、最終的に対物ユニット
３０が前記図７に示した最大拡大観察状態になる。
【００４４】このときも、前記焦点切換レバー１８の動
きに連動して、前記フード操作ワイヤ４９が回動軸５
５、フード用リンク部材５４、回動軸５９、フード側連
結部材５７を介して基端方向に引き込まれていく。
【００４５】つまり、前記フード部材４７は、前記対物
ユニット３０の移動に連動して進退移動し、このとき、
前記フード部材４７の先端構成部材１１の先端面からの
突出量が前記図１１の線Ａに沿って変化する。したがっ
て、前記焦点切換レバー１８の操作位置に関わらず前記
フード部材４７の前記先端構成部材１１の先端面からの
突出量は、前記図１１の直線Ａで示す観察深度の前側限
界位置に配置される。
【００４６】このため、病変部等の観察を行うため、前
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記フード部材４７の開口を病変部に対して垂直に押し当
てることによって、ピントの合った良好な内視鏡画像が
モニタ５の画面上に表示される。
【００４７】このように、焦点切換レバーに対物ユニッ
トを移動させるための対物用リンク部材及びフード部材
を移動させるためのフード用リンク部材を回動自在に連
結し、焦点切換レバーの中心軸からこれら対物用リンク
部材及びフード用リンク部材の回動軸までの距離を、フ
ード部材の先端構成部先端面からの突出量が観察深度の
前側限界を移動するように設定したことによって、焦点
切換レバーを操作して観察状態を通常状態、中間状態、
最大拡大状態になるように対物ユニットを移動させたと
き、フード部材を対物ユニットの移動に連動して観察深
度の前側限界にそって移動させることができる。
【００４８】このことによって、焦点切換レバーの操作
位置に関わらず、フード部材の開口を病変部に対して垂
直に押し当てることによって、常にピントのあった内視
鏡画像を得られる。
【００４９】なお、図１２に示すように先端構成部材１
１の外周面に段部材１１ｃを形成し、この段部材１１ｃ
に前記フード部材４７を先端方向に付勢するバネ部材７
０を配置する構成にしてもよい。
【００５０】このことによって、移動レンズ枠３５を移
動操作してフード操作ワイヤ４９を引き込んだとき、バ
ネ部材７０が付勢力に抗して圧縮されてフード部材４７
が引き込まれる。一方、前記移動レンズ枠３５を逆方向
に移動操作する際には、前記バネ部材７０の付勢力によ
ってフード部材４７が押し出される。つまり、バネ部材
７０を先端構成部材１１に設けてフード部材４７を付勢
する構成にすることにより、フード部材４７の突出をス
ムーズに行うことができる。
【００５１】図１３及び図１４は本発明の第２実施形態
にかかり、図１３は内視鏡の先端部の構成を説明する
図、図１４は突出量調整手段の構成を説明する図であ
る。図１３及び図１４に示すように、本実施形態におい
ては連動調整手段を構成する位置検知手段として、前記
先端構成部材１１に前記移動レンズ枠３５の移動位置を
検知するセンサ６０を設けている。このセンサ６０から
は検知情報を伝送する第１ケーブル６１ａが延出してお
り、前記挿入部６、操作部７、ユニバーサルコード８内
を挿通して前記コネクタ部９に至っている。そして、こ
のコネクタ部９より接続コード２０内を挿通する第２ケ
ーブル６１ｂによってビデオプロセッサ４の連動調整手
段を構成する制御部６２に検知情報が伝送されるように
なっている。
【００５２】前記制御部６２は、加圧及び減圧が可能な
ポンプ６３に接続されている。このポンプ６３は、前記
センサ６０の検出結果が伝送される制御部６２の突出量
調整手段である圧力制御部６２ａによって加圧及び減圧
の切り換えや圧力制御を行うようになっている。なお、
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9
前記制御部６２には前記センサ６０から伝送される検知
情報及び前記ポンプ６３に対する制御情報を元に観察対
象物の倍率を演算処理する演算回路６２ｂ及びこの演算
回路６２ｂの演算結果をモニタ５の画面上に表示させる
演算表示手段である演算結果表示回路６２ｃ等が設けら
れている。
【００５３】前記ポンプ６３からは送気チューブ６４が
延出している。この送気チューブ６４はコネクタ部９に
おいて前記図１３に示す調整管路６５と連結されてい
る。この調整管路６５は、先端構成部材１１に形成され
ている溝部６６に口金６５ａを介して連通している。こ
の溝部６６の先端側を構成する先端構成部材１１には水
密リング６７ａが配設されている。
【００５４】本実施形態のフード部材６８は、前記水密
リング６７ａの外周面に密着するように先端構成部材１
１に対して配設されており、このフード部材６８の基端
部には先端構成部材１１とフード部材６８との間の水密
を確保する水密リング６７ｂが配設されている。そし
て、このフード部材６８は、矢印に示すように進退する
構成になっている。なお、前記移動レンズ枠３５は、前
記第１実施形態で説明したように前記焦点切換レバー１
８の操作によって移動する。
【００５５】上述のように構成した内視鏡装置１の作用
を説明する。前記移動レンズ枠３５は、焦点切換レバー
１８を適宜操作することで移動する。このとき、本実施
形態においては、前記移動レンズ枠３５の移動位置がセ
ンサ６０によって検知される。そして、このセンサ６０
の検知した検知情報は、第１ケーブル６１ａ及び第２ケ
ーブル６１ｂを介して制御部６２に伝送される。する
と、この制御部６２ではこの検知情報を基に前記フード
部材６８を連動して所定量進退させるための制御信号を
ポンプ６３に出力して、加圧制御又は減圧制御を行う。
【００５６】このことによって、前記溝部６６内の圧力
が変化する。このとき、前記水密リング６７ａが先端構
成部材１１側に、前記水密リング６７ｂがフード部材６
８側に設けられていることにより、溝部６６内が例えば
陰圧状態になるとフード部材６８は先端構成部材１１よ
り突出する方向に移動し、加圧状態になるとフード部材
６８は引き込まれる方向に移動する。
【００５７】一方、前記制御部６２の演算回路６２ｂに
は前記センサ６０からの検知情報及びポンプ６３を制御
する制御情報とが入力されているので、制御情報からフ
ード部材６８の先端構成部材１１の先端面からの突出量
を演算し、この演算結果等を基に観察対象物の倍率を算
出する。そして、演算結果表示回路６２ｃを介してモニ
タ５の画面上に観察対象物の倍率を表示する。
【００５８】このように、移動レンズ枠の移動位置を検
出するセンサを設けるとともに、このセンサで検知した
検知情報を基に、ポンプの圧力制御を行ってフード部材
の突出量を変化させることによって、第１実施形態と同
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様の作用及び効果を得ることができる。また、移動レン
ズ枠の移動位置及びポンプの制御信号を基に、演算回路
で観察対象物の倍率を演算して、この演算結果を演算結
果表示回路を介してモニタの画面上に表示させることに
よって、モニタ上で確認することができる。
【００５９】ところで、従来の拡大観察機能を備える内
視鏡では、拡大観察時のピント合わせのためにフード部
材が使用されていた。このフード部材は、拡大観察時の
際にピントが合うように先端構成部に組み付けられるよ
うになっていた。そして、このフード部材を中間倍率で
観察するために、先端構成部の中間位置に組み付けよう
としても固定することができなかった。このため、中間
倍率での観察が可能で、かつどの程度の倍率で観察して
いるかを認識できるフード部材が望まれていた。
【００６０】図１５はフード部材の他の構成を説明する
図である。図に示すように本実施形態のフード部材７１
は、弾力性を有する軟質な樹脂部材又はゴム材料によっ
て形成されており、このフード部材７１の外表面には先
端構成部材１１との挿入位置関係を示す第１の指標７２
ａ及び第２の指標７２ｂが設けられている。なお、前記
フード部材７１の内径寸法は、前記先端構成部材１１の
外形寸法より小径に形成されており、このフード部材７
１の有する弾力性によって先端構成部材１１に固定配置
されるようになっている。
【００６１】前記フード部材７１の第１の指標７２ａは
最大拡大状態における観察位置を示し、前記図１１に示
した線Ａの拡大側端に対応する位置に設けてある。一
方、第２の指標７２ｂは拡大観察と通常観察との中間で
観察を行える観察位置とを示し、線Ａの中間に対応する
位置に設けてある。その他の構成及び対物光学ユニット
の移動操作方法等は前記第１実施形態と同様であるため
図示を省略する。
【００６２】前記内視鏡装置１で最大拡大状態での観察
を行う場合、前記先端構成部材１１の先端とフード部材
７１の第１の指標７２ａとの位置を合わせて検査を行
う。そして、最大拡大状態で観察を行うため、前記焦点
切換レバー１８を拡大側に操作して移動レンズ枠３５を
可動範囲端まで移動させて焦点位置を切り換える。そし
て、この状態でフード部材７１の開口を体壁に対して垂
直に接触させて観察を行う。すると、観察深度内での観
察が可能である。また、このとき、フード部材７１の突
出量と、レンズの位置（最大拡大側端）とからモニタ５
に表示される観察対象物の倍率の予測を行える。
【００６３】次に、最大拡大状態における観察は不要
で、中間状態での観察を行いたい場合には前記先端構成
部材１１の先端とフード部材７１の第２の指標７２ｂと
の位置を合わせて検査を行う。そして、拡大観察を行う
場合には、まず、フード部材７１の開口を体壁に対して
垂直に接触させる。
【００６４】このとき、前記移動レンズ枠３５は通常観
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察状態であると、観察深度外になって観察画像がぼやけ
て観察不能な状態になる。このため、この状態のときに
は、前記焦点切換レバー１８を操作して移動レンズ枠３
５を拡大側に移動させていく。そして、ピントの合った
位置が前記図１１の線Ａとの交点になる。この点上で
は、フード部材７１の先端構成部材１１からの突出量が
所定の値になる。
【００６５】つまり、この位置が決まることにより拡大
倍率の予測も可能になる。このため、拡大したい倍率と
なる位置に第２の指標７２ｂを設けたフード部材７１を
使用することによって、常に安定した倍率でピントのあ
った観察が可能になる。
【００６６】このように、フード部材の外表面の所定位
置に第１の指標及び第２の指標を設けることによって、
中間倍率におけるピント調整を容易に行うことができる
とともに、拡大倍率の予測を行うことができる。
【００６７】図１６ないし図１８は内視鏡とフード部材
の別の構成にかかり、図１６はフード部材の構成を説明
する図、図１７はフード部材を先端構成部に組み付けた
状態を説明する図、図１８はこのフード部材を介してモ
ニタに表示される観察画像を示す図である。
【００６８】なお、図１８（ａ）は通常観察状態におけ
る観察画像を示す図、図１８（ｂ）は拡大観察状態にお
ける観察画像を示す図である。
【００６９】図１６に示すように本実施形態においては
フード部材７３の外表面に所定の幅寸法（寸法Ｇ）の指
標７４を設けている。この指標７４の幅寸法は、拡大観
察時において前記図１１に示した観察深度幅の線Ａから
線Ｂの間隔と同様に設定してある。なお、フード部材７
３のその他の構造は前記図１５に示したものと同様であ
り説明は省略する。
【００７０】図１７に示すように本実施形態の内視鏡２
の対物ユニット３０は、通常観察状態の視野角Ｈより拡
大観察時の視野角Ｉが狭くなるように設定してある。そ
して、前記先端構成部材１１の先端をフード部材７３の
指標７４に対して組み付けを行ったとき、通常観察時に
おいては図１８（ａ）に示すようにフード部材７３の一
部がモニタ５の画面上に表示され、拡大観察時には図１
８（ｂ）に示すようにフード部材７３が全く表示されな
いようにしている。
【００７１】したがって、前記先端構成部材１１の先端
が指標７４の幅内に位置するようにフード部材７３を配
置し、この状態で通常の観察を行うと、モニタ５の画面
上にフード部材７３の一部が表示される。このことによ
って、モニタ画面を観察して先端構成部材１１にフード
部材７３が組み付けられていることを確認することがで
きる。
【００７２】なお、通常観察は、拡大観察によって精査
する部位を探すことが目的である。このため、モニタ５
の画面上の一部にフード部材７３が表示されていても観

12
察に支障の生じることはない。
【００７３】この通常観察状態で、精査が必要と思われ
る部位を発見したなら、前記焦点切換レバー１８を拡大
側に操作する。すると、移動レンズ枠３５が移動して拡
大観察可能な状態になる。この状態で、フード部材７１
の開口を体壁に対して垂直に接触させて観察を行うこと
により、観察深度内での観察が可能である。このとき、
モニタ５の画面上にフード部材７３は全く表示されるこ
となく、観察部位だけが表示される。
【００７４】このように、指標の幅寸法を拡大観察時の
観察深度幅と同じに設定することにより、この指標の幅
内にフード部材を組み付け配置することによって、多少
の位置ずれを気にすることなく観察を確実に行うことが
できる。このことによって、フード部材の組み付け作業
を容易に行える。
【００７５】また、通常観察状態の視野角Ｈより拡大観
察時の視野角Ｉを狭く設定したことによって、通常観察
状態においてモニタの画面上にフード部材の一部を表示
させて、先端構成部材にフード部材が装着されているか
否かの確認を容易に行うことができるとともに、拡大観
察時にはフード部材が邪魔になることなく拡大観察を行
うことができる。
【００７６】ところで、湾曲部の湾曲状態を湾曲操作ノ
ブ等、手動で操作する内視鏡においては湾曲操作する際
の湾曲力量の低減が望まれていた。また、鉗子挿入口の
固定強度の向上が望まれていた。図１９及び図２０は湾
曲部を湾曲させる際の湾曲力量を低減させ、鉗子挿入口
の固定強度の向上を図った内視鏡にかかり、図１９は操
作部に設けられた鉗子挿入口の構造を説明する断面図、
図２０は曲がり癖のついた鉗子用チャンネルチューブを
示す図である。
【００７７】図１９に示すように操作部７内には円筒状
のフレーム部材７５が配置され、このフレーム部材７５
に操作部ケーシング７６が被嵌されている。また、この
フレーム部材７５には前記挿入部６内を挿通して前記先
端構成部材１１に開口を有する鉗子用チャンネルチュー
ブ７８と、前記吸引ボタン１６が取り付けられる図示し
ない吸引シリンダに連結する吸引管路７９と、前記鉗子
挿入口２４を構成する鉗子挿入口金８０が連結される分
岐部材７７とがネジ止め固定されている。
【００７８】前記分岐部材７７の前記鉗子用チャンネル
チューブ７８が接続される位置には接続用口体８１が取
り付けられており、この接続用口体８１に接続リング８
２が螺合されるようになっている。そして、前記鉗子用
チャンネルチューブ７８の基端部を接続用口体８１に嵌
め込み、その状態で接続リング８２を接続用口体８１に
螺合することによって、鉗子用チャンネルチューブ７８
が連結固定されるようになっている。
【００７９】一方、前記鉗子挿入口金８０は、分岐部材
７７に対してバヨネット方式によって固定されている。
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そして、その接続部分には水密を確保する水密部材８３
を配設している。また、この鉗子挿入口金８０と前記操
作部ケーシング７６との間にも水密を確保するリング８
４を配設して外部との水密を確保している。
【００８０】前記鉗子挿入口金８０と操作部ケーシング
７６とにはこの鉗子挿入口金８０の回転を防止するため
の回転止め部材８５が配置されている。この回転止め部
材８５は、固定ナット８６により強固に螺合固定されて
いる。このことによって、鉗子挿入口金８０に回転力等
の強固な力が加わった場合でも、この鉗子挿入口金８０
が分岐部材７７から外れることを確実に防止している。
【００８１】また、前記操作部ケーシング７６には前記
固定ナット８６の緩みを防止するとともに、前記回転止
め部材８５と固定ナット８６とが外部に露出することを
防止する絶縁性を有する弾性ゴムで形成したカバー部材
８７を配設して絶縁性の確保を図っている。
【００８２】前記鉗子用チャンネルチューブ７８は細長
な部材である。このため、製造や輸送の際、図２０に示
すように曲がり癖が付くことが避けられない。そして、
この鉗子用チャンネルチューブ７８に曲がり癖がつくこ
とによって、その曲がり癖のついた方向に対して屈曲し
易くなるという特性が生じる。
【００８３】このため、前記鉗子用チャンネルチューブ
７８を挿入部６に組み付ける際、湾曲部１２の湾曲角度
が最も大きな方向に対して曲がり癖のついた方向を組み
つける。具体的には、湾曲角度が例えば上方向２１０
°、下方向９０°、左右方向に対してはそれぞれ１００
°である湾曲部を有する内視鏡の場合には、曲がり癖の
ついた方向を上方向にして組み付けを行う。
【００８４】また、鉗子用チャンネルチューブ７８を内
視鏡２に組み付ける際、湾曲部１２付近に配設される前
記鉗子用チャンネルチューブ７８の湾曲部対応部分７８
ａを、組み付け前に、予め繰り返し曲げておく等の揉み
解し処理を行って、他の部分より軟質化させておく。こ
のことによって、より軽い力量での湾曲操作が可能にな
る。
【００８５】なお、本発明は、以上述べた実施形態のみ
に限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範
囲で種々変形実施可能である。
【００８６】［付記］以上詳述したような本発明の上記
実施形態によれば、以下の如き構成を得ることができ
る。
【００８７】（１）挿入部の先端部内に設けられ、長手
軸方向に移動可能な移動光学系と固定光学系とで構成さ
れる対物光学系を有する内視鏡と、この内視鏡の先端部
に設けられ、先端面から観察対象部までの距離を所定の
値に保持するキャップ部材とを有する内視鏡装置におい
て、前記対物光学系を構成する移動光学系の移動量と、
前記キャップ部材の前記先端部の先端面からの突出量と
を所定の関係で連動させる連動調整手段を有する内視鏡*
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*装置。
【００８８】（２）前記連動調整手段は、回動自在な焦
点切換レバーの端部に回動自在に配置される、前記対物
光学系の移動光学系を進退移動させるリンク部材及び前
記キャップ部材の突出量を変化させるリンク部材である
付記１記載の内視鏡装置。
【００８９】（３）前記連動調整手段は、前記移動光学
系の移動量を検知する位置検知手段と、この位置検知手
段の検出結果を基に、前記キャップ部材の前記先端部の
先端面からの突出量を連動させて調節する突出量調整手
段と、を有する付記１に記載の内視鏡装置。
【００９０】（４）前記キャップ部材の前記挿入部先端
部の先端面からの突出量から観察倍率を算出する演算回
路と、この演算回路の算出結果を表示装置に表示させる
演算表示手段と、を有する付記３に記載の内視鏡装置。
【００９１】（５）挿入部の先端部内に設けられ、長手
軸方向に移動可能な移動光学系と固定光学系とで構成さ
れる対物光学系を有する内視鏡と、この内視鏡の先端部
に設けられ、前記先端部の先端面から観察対象までの距
離を所定の値に設定するキャップ部材とを有する内視鏡
装置において、前記キャップ部材に、内視鏡との組み付
け位置を示す指標を少なくとも二箇所設けた内視鏡装
置。
【００９２】（６）前記指標のうち、一方は前記対物光
学系の最大拡大時にピントが合う位置を示し、他方は前
記対物光学系の中間拡大時にピントが合う位置を示す付
記５記載の内視鏡装置。
【００９３】（７）前記対物光学系のピントの合う位置
は、観察深度の前側限界近傍である付記６記載の内視鏡
装置。
【００９４】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、対
物光学系を構成する移動光学系の移動に関わらず、常に
ピントの合った内視鏡画像を得られる内視鏡装置を提供
することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１ないし図１２は本発明の第１実施形態に係
り、図１は内視鏡装置の構成を説明する図
【図２】挿入部の先端硬性部の構成を説明する長手方向
断面図
【図３】通常観察時の対物光学ユニットの構成を説明す
る長手方向断面図
【図４】図３のＡ－Ａ線における第２固定レンズ枠と押
さえ環との関係を説明する断面図
【図５】図３のＢ－Ｂ線における第２固定レンズ枠と移
動レンズ枠との関係を主に説明する図
【図６】図３のＣ－Ｃ線における第２固定レンズ枠の突
出部と保持部材との関係を説明する図
【図７】拡大観察時の対物光学ユニットを説明する長手
方向断面図
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【図８】フード部材を取り付けた挿入部を示す図
【図９】先端構成部のフード部材との関係を説明する長
手方向断面図
【図１０】操作部内の構成を説明する図
【図１１】観察状態と観察深度及び観察範囲との関係を
説明する図
【図１２】フード部材を先端構成部材に設けた付勢部材
で付勢する応用例を説明する図
【図１３】図１３及び図１４は本発明の第２実施形態に
かかり、図１３は内視鏡の先端部の構成を説明する図
【図１４】突出量調整手段の構成を説明する図
【図１５】フード部材の他の構成を説明する図
【図１６】図１６ないし図１８は内視鏡とフード部材の
別の構成にかかり、図１６はフード部材の構成を説明す
る図
【図１７】フード部材を先端構成部に組み付けた状態を
説明する図 *
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*【図１８】このフード部材を介してモニタに表示される
観察画像を示す図
【図１９】図１９及び図２０は湾曲部を湾曲させる際の
湾曲力量を低減させ、鉗子挿入口の固定強度の向上を図
った内視鏡にかかり、図１９は操作部に設けられた鉗子
挿入口の構造を説明する断面図
【図２０】曲がり癖のついた鉗子用チャンネルチューブ
を示す図
【符号の説明】
１８…焦点切換レバー
４３…対物操作ワイヤ
４９…フード操作ワイヤ
５１…中心軸
５２…対物用リンク部材
５４…フード用リンク部材
５６…対物側連結部材
５７…フード側連結部材

【図１】 【図２】

【図８】 【図１５】
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【図１０】
【図１１】

【図１２】
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